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赤い羽根共同募金運動はじまります
テーマ型募金「地域に暮らす人たちが共に支え合うまち
　　　　　　～こども・ひきこもり居場所づくり事業～」
募金百貨店プロジェクト
地域の話し合いの場に関する取り組みの紹介
　　　　～防災への取り組みを通じた地域づくり～
地域歳末ふれあい交流事業　助成希望団体を募集
第15回丹波篠山市障害者スポーツフェスティバル
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Foster family（里親家庭）になりませんか…
こんにちは　社協の相談支援事業所です！
ボランティアNAVI
丹波篠山市の福祉指標
心配ごと相談日
丹波篠山市ファミリーサポートセンター
善意銀行だより
あとがき

Foster family（里親家庭）になりませんか…
こんにちは　社協の相談支援事業所です！
ボランティアNAVI
丹波篠山市の福祉指標
心配ごと相談日
丹波篠山市ファミリーサポートセンター
善意銀行だより
あとがき

誰もがつながり 支えあうまち たんばささやま

　8月25日（日）、味間地区にお
いて避難・防災訓練が実施され
ました。
　地区福祉会議で「防災」を
テーマに、地域内での現状や取
り組みを共有し、住民主体の実
行委員会において、企画立案が
行われました。
　写真は、当日の土のうづくり
体験の様子。
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平成三十年度平成三十年度平成三十年度平成三十年度

社協たんばささやま 第134号 2社協たんばささやま 第134号3

『助け合い  広がる  つながる  赤い羽根』『助け合い  広がる  つながる  赤い羽根』令和元年度　赤い羽根共同募金運動『テーマ型募金』令和元年度　赤い羽根共同募金運動『テーマ型募金』

～こども・ひきこもり居場所づくり事業～～こども・ひきこもり居場所づくり事業～

わたし達も応援しています！わたし達も応援しています！
丹波篠山の町を良くするしくみ

赤い羽根共同募金「募金百貨店プロジェクト」
丹波篠山の町を良くするしくみ

赤い羽根共同募金「募金百貨店プロジェクト」

赤い羽根共同募金運動赤い羽根共同募金運動はじまります地域に暮らす人たちが共に支え合うまち地域に暮らす人たちが共に支え合うまち
10 月１日から全国一斉に 「赤い羽根共同募金運動」 が実施されます。
皆さんのご支援ご協力を、よろしくお願いします。

　本年度も１月１日から３月31日までの間、丹波篠山市共同募金委員会が
募金期間を拡大して、使途を明確に指定したテーマ型募金を実施します。
　テーマを『地域に暮らす人たちが共に支え合うまち～こども・ひきこもり
居場所づくり事業～』とし、期間中に皆さんからお預かりした募金の全額
を、令和２年度に当社会福祉協議会の実施する「社会的ひきこもり就労支援
事業」へ配分します。
　皆さんからのご支援ご協力を、よろしくお願いします。

皆さんからの寄付金は、地域で活かされています。
前年度、皆さんからお預かりした500円の使いみちは、

令和元年度の目標額

地域の皆さんへ
１世帯当たりの目標額

7,300,000円

500円

平成30年度は配分金事業費として

                         を配分しました7,040,182円

給食サービス事業
友愛訪問事業
一時預かり事業
福祉教育推進事業
要保護児童支援事業（こども食堂）
ボランタリー活動支援事業
ボランティア連絡協議会事業
社会福祉大会事業
福祉委員活動事業
地区福祉会議事業
ふれあい・いきいきサロン事業
心配ごと相談所事業
広報・調査事業
民生委員児童委員協議会活動費助成 
各種福祉団体への支援・助成
災害対応・防災事業

老人福祉
活動

児童・青年
福祉活動

福祉育成・
援助活動

福祉団体
育成事業

共同募金は、民間の社会福祉事業資金として使われてい
ます。

県単位では、社会福祉施設や県域で活動している福祉団
体などに配分されます。

本年度、皆さんからお寄せいただいた寄付金は、兵庫県共
同募金会へ全額送金し、令和２年度の丹波篠山市の地区
福祉事業費として、配分されます。

丹波篠山市共同募金委員会
TEL 590-1112　FAX 590-1123

市役所、各支所及び丹南健康福祉センターに募金箱を
設置しています。
募金活動に興味のある方、参加いただける方は、こちら
までご連絡ください。

・

・

　「丹波篠山の町を良くする方法」を実践していただくと、各協力店舗から丹波篠山市共同募金委員会へ、
それぞれの売り上げに対して事前に決定した割合で寄付していただくことになっています。次の協力店
舗にて、「丹波篠山の町を良くする方法」を実践いただき、募金にご協力を、よろしくお願いします。

ユニトピアささやま

1月1日～3月31日
までの間に、光明石
温泉に入浴する。
（大人400円、小人
300円）

丹波篠山の町を
良くする方法

新たんば荘

10月1日～12月22
日までの間に、お昼
ご飯にとふめし定食
（800円）を食べる。

丹波篠山の町を
良くする方法

11月1日～翌年3月
30日までの間に、
源泉掛け流しの温
泉に入浴する。
（大人700円）

丹波篠山の町を
良くする方法

お菓子屋　豆畑

10月1日～10月31
日までの間に、デ
ザートに川北ロー
ル（1,150円）を食
べる。お土産にも！

こんだ薬師温泉 ぬくもりの郷

大正ロマン館
丹波篠山の町を
良くする方法

11月1日～翌年1月
31日までの間に、
黒豆フロランタン
20枚入、12枚入を
購入する。

丹波篠山の町を
良くする方法

福祉団体育成事業
97円

福祉育成・援助活動
271円

老人福祉活動
101円

児童・青年福祉活動
31円

協力
店舗

10月１日～翌年２
月29日までの間
に、日替わりランチ
（660円）を食べる。

丹波篠山の町を
良くする方法

クリエイティブカフェ協力
店舗

協力
店舗

協力
店舗

協力
店舗

協力
店舗

とふめし定食の提供日
は、毎週水・日曜日及び
祝日となります。

※別途、入場料要
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　市内の自治会、まちづくり協議会、ふれあい・いき
いきサロン、ボランティアグループ、子育てサークル、
セルフヘルプグループ、ＮＰＯ法人などで、支援を必
要とする方々が、地域で安心して暮らせることをめざ
して、歳末たすけあい運動の趣旨に沿って事業を行う、
組織化された団体が対象です。
　※ＮＰＯ法人が行う介護保険制度や自立支援法に基
　　づく事業については、対象外です。

 ・地域で行う高齢者、障がい者、子育て中のお母さ
んなどを対象としたふれあい・いきいきサロン（居
場所づくり活動）や世代間交流事業（クリスマス会、
歳末事業、お正月事業）
　※交流事業については、子どもから高齢者までを対
象としますが、特に、閉じこもりがちな高齢者、
障がい者、子育て中のお母さんなど、何らかの支
援や見守りが必要な方が、実際に参加できるよう
に企画してください。

 ・一人暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者など、
要援護者世帯への声かけや、見守りを行う友愛訪問
活動。
 ・地域で取り組む災害時の要援護者支援や、避難・
消火・炊き出し・救命・避難所運営訓練などの地域
防災訓練。
 ・地域で行う福祉に関する学習会や住民座談会。

＜問い合わせ先＞ 丹波篠山市共同募金委員会（丹波篠山市社協）　担当：河南、小坂　☎590-1112
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所
や
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岡
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と
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困
り
ご
と
、

課
題
に
合
わ
せ
て
配
慮
や
対
応
を

す
る
「
合
理
的
配
慮
」
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
６
日
㈰
に
は
、
東
岡
屋
で

個
別
避
難
計
画
に
基
づ
い
た
避
難

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

向
け
た
、
自
治
会
内
で
の
福
祉
理

解
研
修
や
、
本
人
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、地
域
支
援
者
が
集
ま
り
、

話
し
合
い
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
野
地
区
代
表
者
会
議
で
は
、

本
年
度
の
地
区
福
祉
会
議
の
内
容

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
な
か
、

東
岡
屋
の
避
難
訓
練
の
内
容
や
課

題
を
自
治
会
長
、
市
担
当
者
か
ら

報
告
を
受
け
、
そ
の
後
、
意
見
交

換
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
代
表
者
会
議
の
参
加
者
か
ら

は
、「
自
分
の
自
治
会
に
当
て
は

め
て
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
」「
個

人
情
報
の
壁
は
ど
う
か
」
と
い
っ

た
不
安
の
声
や
、「
地
域
の
つ
な

が
り
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
」と
、

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲東岡屋自治会の福祉理解研修の様子

令和元年度　歳末たすけあい運動配分事業

　令和元年 12月 1日（日）～令和２年 1月 31日（金）

　過去に助成を受けた回数にかかわらず、一律の金額
を助成します。
　　1 団体あたり  　上限 20,000 円
　応募の内容や件数、寄せられた募金額により、助成
金額を決定します。非該当や減額もありますので、ご
了承ください。
＊１団体からの申請は、１事業とします。
＊助成金額は、活動にかかる経費の 90％未満です。
＊活動にかかる経費の10％以上は、助成金以外の寄
付金、会費、参加費など、各団体で確保してください。
＊助成金の食材費への充当は、1 人あたり500 円以下
としてください。

　申請書に必要事項を記入し、当社会福祉協議会の窓
口に提出してください。
＊郵送では受け付けていません。
＊申請書は社協事務所及びホームページにあります。

　令和元年 9月 20日（金）～ 10月 31日（木）

地域歳末ふれあい交流事業 助成希望団体を募集地域歳末ふれあい交流事業 助成希望団体を募集

１．対象団体

２．対象事業

３．実施期間

４．助成金額

５．申請方法

６．受付期間

　
今
後
も
、
災
害
時
の
要
配
慮
者

を
含
め
た
対
応
を
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
、
話
し
合
い
を
続

け
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
地
区
福
祉
会
議

で
は
、「
防
災
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
内
で
の
現
状
や
具
体
的
な
対

応
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
取
り
組

み
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
代
表
者
会
議
に
お
い

て
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

毎
月
話
し
合
い
を
重
ね
る
中
で
、

自
治
会
長
会
会
長
、
民
生
委
員
地

区
理
事
、
福
祉
委
員
地
区
理
事
、

ま
ち
協
会
長
に
加
え
、
消
防
団
や

愛
育
班
、
い
ず
み
会
の
代
表
も
加

わ
っ
た
「
味
間
地
区
防
災
訓
練
実

行
委
員
会
」
が
、
住
民
主
体
で
立

ち
上
が
り
、
避
難
訓
練
や
防
災
訓

練
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
８
月
25
日
（
日
）
の
訓
練
当
日

は
、
早
朝
よ
り
災
害
を
想
定
し
た

避
難
訓
練
が
各
自
治
会
で
実
施
さ

れ
、
約
１
，０
０
０
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
住
民
約

４
０
０
名
が
四
季
の
森
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
、
味
間
地
区

防
災
訓
練
と
し
て
、
防
災
士
に
よ

る
講
話
や
、
消
火
器
の
取
扱
い
訓

練
、
非
常
食
試
食
な
ど
を
通
じ
、

実
際
に
見
て
触
れ
る
形
で
防
災
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
住
民
か
ら
は
「
防
災

士
の
講
話
に
よ
り
味
間
地
区
の
災

害
の
特
徴
を
分
か
り
や
す
く
教
え

て
も
ら
い
、
と
て
も
た
め
に
な
っ

た
」「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
、

災
害
時
に
自
分
た
ち
の
身
を
守
る

こ
と
に
役
立
つ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
っ
た
」
な
ど
の
意
見
が
聞
か
れ

ま
し
た
。

　
当
社
協
に
お
い
て
は
、
今
回
の

避
難
訓
練
を
振
り
返
っ
て
出
て
き

た
課
題
や
、
各
自
治
会
に
お
い
て

実
施
さ
れ
て
い
る
先
駆
的
な
取
り

組
み
を
味
間
地
区
全
体
で
共
有

し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
す
と
と
も
に
、
住
民
相
互
の

連
携
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

地
域
の
話
し
合
い
の
場
に
関
す
る

　
　
　
　取
り
組
み
の
紹
介

地
域
の
話
し
合
い
の
場
に
関
す
る

　
　
　
　取
り
組
み
の
紹
介

〜
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
〜

岡
野
地
区

味
間
地
区

▲味間地区防災訓練の様子（消防署職員によるAED取り扱い訓練）

　市内の障がい者が、スポーツ競技やスポーツレクリエーションを通じて、お互い
の親睦を深め、交流を広めることを目的に開催します。

令和元年10月30日（水）午後10時00分～午後2時30分　（受付：午前９時30分）

健康体操、パン食い競争、大玉ころがし、園児によるダンス、他

丹波篠山市障害者スポーツフェスティバル実行委員会

丹波篠山総合スポーツセンター体育館
（丹波篠山市郡家451-4　TEL 552-8681）

とき

ところ

内容

主催

〈申し込み・お問い合わせ先〉 丹波篠山市社会福祉協議会　担当：小谷　隆幸　☎590-1112

参加者
募　集

みんなで参加 楽しく交流

第15回 丹波篠山市障害者スポーツフェスティバル第15回 丹波篠山市障害者スポーツフェスティバル
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　市内の自治会、まちづくり協議会、ふれあい・いき
いきサロン、ボランティアグループ、子育てサークル、
セルフヘルプグループ、ＮＰＯ法人などで、支援を必
要とする方々が、地域で安心して暮らせることをめざ
して、歳末たすけあい運動の趣旨に沿って事業を行う、
組織化された団体が対象です。
　※ＮＰＯ法人が行う介護保険制度や自立支援法に基
　　づく事業については、対象外です。

 ・地域で行う高齢者、障がい者、子育て中のお母さ
んなどを対象としたふれあい・いきいきサロン（居
場所づくり活動）や世代間交流事業（クリスマス会、
歳末事業、お正月事業）
　※交流事業については、子どもから高齢者までを対
象としますが、特に、閉じこもりがちな高齢者、
障がい者、子育て中のお母さんなど、何らかの支
援や見守りが必要な方が、実際に参加できるよう
に企画してください。

 ・一人暮らし高齢者、高齢者世帯、障がい者など、
要援護者世帯への声かけや、見守りを行う友愛訪問
活動。
 ・地域で取り組む災害時の要援護者支援や、避難・
消火・炊き出し・救命・避難所運営訓練などの地域
防災訓練。
 ・地域で行う福祉に関する学習会や住民座談会。

＜問い合わせ先＞ 丹波篠山市共同募金委員会（丹波篠山市社協）　担当：河南、小坂　☎590-1112

　
当
社
協
で
は
、
福
祉
に
関
す
る

地
域
の
話
し
合
い
を
継
続
す
る
場

と
し
て
、
地
区
福
祉
会
議
や
代
表

者
会
議
の
開
催
を
支
援
し
て
い
ま

す
（
社
協
広
報
第
１
３
０
号 

平

成
31
年
２
月
号
に
て
紹
介
）。

　
そ
の
中
で
、地
域
課
題
と
し
て
、

災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
地
域
と
し

て
行
動
し
、
日
頃
か
ら
備
え
て
お

く
か
、
と
い
う
こ
と
を
話
し
合
っ

て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。

　
一
見
、
防
災
と
福
祉
は
、
別
の

も
の
と
捉
え
が
ち
で
す
が
、
日
頃

の
つ
な
が
り
が
な
い
地
域
は
、
い

ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
助
け

合
い
が
起
き
に
く
く
、
結
果
と
し

て
被
害
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
地
区
福
祉
会
議
で
防
災
に
関
す

る
話
し
合
い
を
進
め
る
中
で
、
災

害
発
生
時
に
お
い
て
、
い
ざ
助
け

合
い
を
す
る
た
め
に
は
、「
日
ご

ろ
の
付
き
合
い
が
大
切
で
あ
る
」

と
い
う
意
識
が
共
有
で
き
た
こ
と

や
、
防
災
と
い
う
一
つ
の
テ
ー
マ

を
き
っ
か
け
に
、
地
域
住
民
が
近

所
や
地
域
に
対
し
て
関
心
を
持

ち
、
災
害
に
強
い
ま
ち
に
し
て
い

こ
う
と
い
う
、
機
運
が
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　
今
回
は
、
各
地
区
に
お
い
て
進

め
ら
れ
て
い
る
、
地
域
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
防
災
に
関
す
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

　
本
年
度
、
東
岡
屋
自
治
会
が
、

県
の
「
防
災
と
福
祉
の
連
携
モ
デ

ル
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
６
月

30
日
㈰
、
岡
野
地
区
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
同

志
社
大
学
の
立
木
茂
雄
教
授
が

「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な
い
防
災

を
め
ざ
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
災

害
時
に
自
力
で
避
難
が
難
し
い
要

配
慮
者
に
、
一
人
ひ
と
り
個
別
の

避
難
計
画
を
作
り
、
要
配
慮
者
と

地
域
住
民
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み

や
、
個
人
の
状
況
や
困
り
ご
と
、

課
題
に
合
わ
せ
て
配
慮
や
対
応
を

す
る
「
合
理
的
配
慮
」
の
必
要
性

に
つ
い
て
、
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

　
10
月
６
日
㈰
に
は
、
東
岡
屋
で

個
別
避
難
計
画
に
基
づ
い
た
避
難

訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に

向
け
た
、
自
治
会
内
で
の
福
祉
理

解
研
修
や
、
本
人
、
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
、地
域
支
援
者
が
集
ま
り
、

話
し
合
い
が
持
た
れ
て
い
ま
す
。

　
岡
野
地
区
代
表
者
会
議
で
は
、

本
年
度
の
地
区
福
祉
会
議
の
内
容

に
つ
い
て
協
議
を
進
め
る
な
か
、

東
岡
屋
の
避
難
訓
練
の
内
容
や
課

題
を
自
治
会
長
、
市
担
当
者
か
ら

報
告
を
受
け
、
そ
の
後
、
意
見
交

換
会
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
代
表
者
会
議
の
参
加
者
か
ら

は
、「
自
分
の
自
治
会
に
当
て
は

め
て
ど
こ
ま
で
で
き
る
の
か
」「
個

人
情
報
の
壁
は
ど
う
か
」
と
い
っ

た
不
安
の
声
や
、「
地
域
の
つ
な

が
り
が
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
だ
」と
、

意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

▲東岡屋自治会の福祉理解研修の様子
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　過去に助成を受けた回数にかかわらず、一律の金額
を助成します。
　　1 団体あたり  　上限 20,000 円
　応募の内容や件数、寄せられた募金額により、助成
金額を決定します。非該当や減額もありますので、ご
了承ください。
＊１団体からの申請は、１事業とします。
＊助成金額は、活動にかかる経費の 90％未満です。
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としてください。

　申請書に必要事項を記入し、当社会福祉協議会の窓
口に提出してください。
＊郵送では受け付けていません。
＊申請書は社協事務所及びホームページにあります。
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地域歳末ふれあい交流事業 助成希望団体を募集地域歳末ふれあい交流事業 助成希望団体を募集
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今
後
も
、
災
害
時
の
要
配
慮
者

を
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め
た
対
応
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ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
、
話
し
合
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を
続

け
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い
き
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
の
地
区
福
祉
会
議

で
は
、「
防
災
」
を
テ
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に
、

地
域
内
で
の
現
状
や
具
体
的
な
対

応
方
法
に
つ
い
て
、
そ
の
取
り
組
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を
共
有
し
ま
し
た
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そ
の
後
、
代
表
者
会
議
に
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て
、
今
後
の
取
り
組
み
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て

毎
月
話
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る
中
で
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治
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長
会
会
長
、
民
生
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地
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理
事
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消
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団
や
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ず
み
会
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代
表
も
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間
地
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防
災
訓
練
実
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会
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、
住
民
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で
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練
や
防
災
訓

練
を
行
う
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と
と
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ま
し
た
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月
25
日
（
日
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の
訓
練
当
日

は
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早
朝
よ
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災
害
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定
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た

避
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練
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会
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０
０
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加
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し
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の
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、
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災
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や
、
消
火
器
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取
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訓

練
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非
常
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ど
を
通
じ
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実
際
に
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触
れ
る
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で
防
災
に
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て
学
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し
た
。
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加
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住
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か
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よ
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と
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が
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守
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地
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▲味間地区防災訓練の様子（消防署職員によるAED取り扱い訓練）

　市内の障がい者が、スポーツ競技やスポーツレクリエーションを通じて、お互い
の親睦を深め、交流を広めることを目的に開催します。

令和元年10月30日（水）午後10時00分～午後2時30分　（受付：午前９時30分）

健康体操、パン食い競争、大玉ころがし、園児によるダンス、他

丹波篠山市障害者スポーツフェスティバル実行委員会

丹波篠山総合スポーツセンター体育館
（丹波篠山市郡家451-4　TEL 552-8681）

とき

ところ

内容

主催

〈申し込み・お問い合わせ先〉 丹波篠山市社会福祉協議会　担当：小谷　隆幸　☎590-1112

参加者
募　集

みんなで参加 楽しく交流

第15回 丹波篠山市障害者スポーツフェスティバル第15回 丹波篠山市障害者スポーツフェスティバル



社協たんばささやま 第134号 6社協たんばささやま 第134号7

心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日
と　　き と　こ　ろ

  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30
13：30～16：00
  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30

丹南健康福祉センター
市民センター
丹南健康福祉センター
市民センター
丹南健康福祉センター
今田まちづくりセンター
市民センター
丹南健康福祉センター
市民センター
丹南健康福祉センター

10月 ４日（金）
11日（金）
18日（金）
25日（金）

11月１日（金）
６日（水）
８日（金）
15日（金）
22日（金）
29日（金）

下記のとおり相談日を設けています。
お気軽にご相談ください。 丹波篠山市の福祉指標

２月末現在

34.4%

42.9%

47.3%

35.1%

29.0%

35.3%

34.0%

4,125人

1,314人

1,426人

1,386人

4,639人

1,200人

14,090人

10.7%

8.2%

8.5%

11.8%

13.8%

9.7%

11.6%

1,278人

251人

256人

465人

2,211人

331人

4,792人

11,988人 

3,064人

3,014人

3,950人

15,988人

3,399人

41,403人

篠  山

城  東

多  紀

西  紀

丹  南

今  田

　　計

地  区 人口 (人) 高齢化率 増減 増減65歳以上
人口(人) 年少率14歳以下

人口(人)

→

↑

→

↑

↓

↑

→

↑

↑

↑

→

↑

↓

↑

（令和元年８月末現在）

〈問い合わせ先〉 丹波篠山市社会福祉協議会　地域福祉課　　担当：小坂　　愛　☎590-1112

〈問い合わせ先〉兵庫県川西こども家庭センター　〒666-0017　川西市火打１-12-16 ☎072-756-6633

あなたも“ Foster family(里親家庭) ”に
登録しませんか？

あなたも“ Foster family(里親家庭) ”に
登録しませんか？

家庭のぬくもりを求めている子ども達のために

“Foster family（里親家庭）”になりませんか…“Foster family（里親家庭）”になりませんか…
　「いきいきサロン」などのボランティア活動をしている皆さん！　「どんなメニューにしよう･･･」
「いつもと違ったレクリエーションがしたい」と悩んでいませんか…　この講座は、「いつでも、ど
こでも、誰とでも、年齢を問わず楽しく参加できる」さまざまなレクリエーションについて、楽し
く学ぶ講座です。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

　養育の期間は、子どもの状況により様々です
（数日から数年間）。
　興味のある方は、川西こども家庭センターま
で、お気軽にご連絡ください。

＜サポート概要＞
◎こども家庭センター、里親会、里親支援専門
相談員が、きめ細かくサポートします。
◎必要経費（生活諸費、教育費、医療費など）は、
公費で負担します。

里親出前講座を実施します里親出前講座を実施します
　里親制度を地域の方に広く知っていただける
よう『里親出前講座』も随時開催しています。
　「里親になるには資格がいるの？」「短期里親っ
てあるの？」など、どんな
疑問にもお答えします。
　地域団体や学校などへお
伺いしますので、お気軽に
お申し込みください。
　費用は無料です。

開催日時

開催場所

内　容

講　師

募集人数

受 講 料

その他

申込締切

11 月 25 日㈪　午後 1時 30分～ 3時 30分

丹南健康福祉センター 研修室（２階）

「楽しいレクリエーションで脳もカラダも健康に！」
お手玉やタオルを使った体操、童謡でリズム体操など

NPO法人兵庫県レクリエーション協会
　筒井 由希子さん

50名（申込順）

無料

フェイスタオルをご持参ください。
　（80×30㎝程度のもの）

11月 13日（水）

　親の病気や虐待など様々な事情により、自分の家庭で暮らせない子どもたちは、施設など
で暮らしています。そんな子どもを家庭に迎え入れ、一時的にでも家庭のぬくもりを伝えて
あげる、それが“Foster family( 里親家庭 )”です。

　当社会福祉協議会は、平成 25 年から障
がい者の相談支援事業を開始して７年目に
なりました。今年の６月からは、障がい者
に加え、障がい児の相談支援事業も始めま
した。３名の相談支援専門員が障がいのあ
る方及びご家族からの相談に応じ、必要な
情報提供を行い、自立した日常生活を支援
するために、福祉サービス事業者等との連
絡調整を行い、サービス等利用計画・障害

児支援利用計画を作成し
ます。
　近年、発達の面でゆっ
くりの児童のご家族から
の相談が増えてきている
のが、市内の状況です。

市役所の健康課や各事業所と連携を取りな
がら、日常生活や集団生活に必要な訓練な
どが行えるように、計画を立てていきます。
　また、障害福祉サービスを利用しておら
れる方が、65 歳になるときに、介護保険
サービス利用への移行が検討されます。市
役所の長寿福祉課と社会福祉課との連携
で、話し合いがもたれます。65 歳になる
までに５年以上、特定の障害福祉サービス
を利用していた方で、一定の要件を満たす
場合は、介護保険サービスの利用者負担が
償還されますが申請が必要です。ケアマネ
ジャーさんと一緒に、住み慣れたところで、
今の生活が続けられるように考えていきま
しょう。　　　　　　所 長　森田 やよい

こんにちは、 社協の相談支援事業所ですこんにちは、 社協の相談支援事業所です
障がい者の
相談窓口

〈問い合わせ先〉相談支援事業所　☎590-1113

　自治会長様を通じてお願いしました社協会費の納
入額が、皆さんのご理解、 ご協力のもと、総額
7,448,620円（9月2日現在）となりました。 厚くお礼
申しあげます。
　この会費は、 社協唯一の自主財源であり、地域福祉
事業、在宅福祉事業、ボランティア活動及び福祉団体
育成等、 地域福祉の向上のために、 有効に活用させ
ていただきます。
　当社協は、 「だれもが安心して暮らせる福祉のまち
づくり」をめざし、 一層努力をしてまいりますので、 今
度とも、皆さんのご支援ご協力をお願い申しあげま
す。 ありがとうございました。

社協会費納入のお礼

募集中!福祉レクリエーションボランティア養成講座福祉レクリエーションボランティア養成講座

　７月に発行いたしました、市老連会報第 32 号の２
ページ上段の多紀支部欄の役員紹介で、監事２名の
方々の氏名が、
　　（誤）百令　克昭　→　（正）百合　克昭
　　（誤）伏見千恵子　→　（正）伏原千恵子
となっており、誠に申し訳ございませんでした。
　多紀支部長から提出いただいた原文（原稿）は、正
確に書かれておりましたが、活字への入力時に誤植が
あり、それを広報編集委員が見慣れや思い込みで見落
としていました。
　今後は、この様なことが二度と起こらないよう、気
を引き締めて対応していきますので、何卒よろしくお
願い申しあげます。

丹波篠山市老連会報第32号の文字のお詫びと訂正について

丹波篠山市老人クラブ連合会  会長　羽田登喜雄
　　　　　　　　　  広報編集部長　黒田　　栄
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心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日心配ごと相談日
と　　き と　こ　ろ

  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30
13：30～16：00
  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30
  9：00～11：30

丹南健康福祉センター
市民センター
丹南健康福祉センター
市民センター
丹南健康福祉センター
今田まちづくりセンター
市民センター
丹南健康福祉センター
市民センター
丹南健康福祉センター

10月 ４日（金）
11日（金）
18日（金）
25日（金）

11月１日（金）
６日（水）
８日（金）
15日（金）
22日（金）
29日（金）

下記のとおり相談日を設けています。
お気軽にご相談ください。 丹波篠山市の福祉指標

２月末現在

34.4%

42.9%

47.3%

35.1%

29.0%

35.3%

34.0%

4,125人

1,314人

1,426人

1,386人

4,639人

1,200人

14,090人

10.7%

8.2%

8.5%

11.8%

13.8%

9.7%

11.6%

1,278人

251人

256人

465人

2,211人

331人

4,792人

11,988人 

3,064人

3,014人

3,950人

15,988人

3,399人

41,403人

篠  山

城  東

多  紀

西  紀

丹  南

今  田

　　計

地  区 人口 (人) 高齢化率 増減 増減65歳以上
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→
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→
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→
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→
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（令和元年８月末現在）

〈問い合わせ先〉 丹波篠山市社会福祉協議会　地域福祉課　　担当：小坂　　愛　☎590-1112

〈問い合わせ先〉兵庫県川西こども家庭センター　〒666-0017　川西市火打１-12-16 ☎072-756-6633

あなたも“ Foster family(里親家庭) ”に
登録しませんか？

あなたも“ Foster family(里親家庭) ”に
登録しませんか？

家庭のぬくもりを求めている子ども達のために

“Foster family（里親家庭）”になりませんか…“Foster family（里親家庭）”になりませんか…
　「いきいきサロン」などのボランティア活動をしている皆さん！　「どんなメニューにしよう･･･」
「いつもと違ったレクリエーションがしたい」と悩んでいませんか…　この講座は、「いつでも、ど
こでも、誰とでも、年齢を問わず楽しく参加できる」さまざまなレクリエーションについて、楽し
く学ぶ講座です。
　皆さんのご参加をお待ちしています。

　養育の期間は、子どもの状況により様々です
（数日から数年間）。
　興味のある方は、川西こども家庭センターま
で、お気軽にご連絡ください。

＜サポート概要＞
◎こども家庭センター、里親会、里親支援専門
相談員が、きめ細かくサポートします。
◎必要経費（生活諸費、教育費、医療費など）は、
公費で負担します。

里親出前講座を実施します里親出前講座を実施します
　里親制度を地域の方に広く知っていただける
よう『里親出前講座』も随時開催しています。
　「里親になるには資格がいるの？」「短期里親っ
てあるの？」など、どんな
疑問にもお答えします。
　地域団体や学校などへお
伺いしますので、お気軽に
お申し込みください。
　費用は無料です。

開催日時

開催場所

内　容

講　師

募集人数

受 講 料

その他

申込締切

11 月 25 日㈪　午後 1時 30分～ 3時 30分

丹南健康福祉センター 研修室（２階）

「楽しいレクリエーションで脳もカラダも健康に！」
お手玉やタオルを使った体操、童謡でリズム体操など

NPO法人兵庫県レクリエーション協会
　筒井 由希子さん

50名（申込順）

無料

フェイスタオルをご持参ください。
　（80×30㎝程度のもの）

11月 13日（水）

　親の病気や虐待など様々な事情により、自分の家庭で暮らせない子どもたちは、施設など
で暮らしています。そんな子どもを家庭に迎え入れ、一時的にでも家庭のぬくもりを伝えて
あげる、それが“Foster family( 里親家庭 )”です。

　当社会福祉協議会は、平成 25 年から障
がい者の相談支援事業を開始して７年目に
なりました。今年の６月からは、障がい者
に加え、障がい児の相談支援事業も始めま
した。３名の相談支援専門員が障がいのあ
る方及びご家族からの相談に応じ、必要な
情報提供を行い、自立した日常生活を支援
するために、福祉サービス事業者等との連
絡調整を行い、サービス等利用計画・障害

児支援利用計画を作成し
ます。
　近年、発達の面でゆっ
くりの児童のご家族から
の相談が増えてきている
のが、市内の状況です。

市役所の健康課や各事業所と連携を取りな
がら、日常生活や集団生活に必要な訓練な
どが行えるように、計画を立てていきます。
　また、障害福祉サービスを利用しておら
れる方が、65 歳になるときに、介護保険
サービス利用への移行が検討されます。市
役所の長寿福祉課と社会福祉課との連携
で、話し合いがもたれます。65 歳になる
までに５年以上、特定の障害福祉サービス
を利用していた方で、一定の要件を満たす
場合は、介護保険サービスの利用者負担が
償還されますが申請が必要です。ケアマネ
ジャーさんと一緒に、住み慣れたところで、
今の生活が続けられるように考えていきま
しょう。　　　　　　所 長　森田 やよい

こんにちは、 社協の相談支援事業所ですこんにちは、 社協の相談支援事業所です
障がい者の
相談窓口

〈問い合わせ先〉相談支援事業所　☎590-1113

　自治会長様を通じてお願いしました社協会費の納
入額が、皆さんのご理解、 ご協力のもと、総額
7,448,620円（9月2日現在）となりました。 厚くお礼
申しあげます。
　この会費は、 社協唯一の自主財源であり、地域福祉
事業、在宅福祉事業、ボランティア活動及び福祉団体
育成等、 地域福祉の向上のために、 有効に活用させ
ていただきます。
　当社協は、 「だれもが安心して暮らせる福祉のまち
づくり」をめざし、 一層努力をしてまいりますので、 今
度とも、皆さんのご支援ご協力をお願い申しあげま
す。 ありがとうございました。

社協会費納入のお礼

募集中!福祉レクリエーションボランティア養成講座福祉レクリエーションボランティア養成講座

　７月に発行いたしました、市老連会報第 32 号の２
ページ上段の多紀支部欄の役員紹介で、監事２名の
方々の氏名が、
　　（誤）百令　克昭　→　（正）百合　克昭
　　（誤）伏見千恵子　→　（正）伏原千恵子
となっており、誠に申し訳ございませんでした。
　多紀支部長から提出いただいた原文（原稿）は、正
確に書かれておりましたが、活字への入力時に誤植が
あり、それを広報編集委員が見慣れや思い込みで見落
としていました。
　今後は、この様なことが二度と起こらないよう、気
を引き締めて対応していきますので、何卒よろしくお
願い申しあげます。

丹波篠山市老連会報第32号の文字のお詫びと訂正について

丹波篠山市老人クラブ連合会  会長　羽田登喜雄
　　　　　　　　　  広報編集部長　黒田　　栄
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この広報誌は共同募金の一部助成を受け発行しています。
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善意銀行だより
7・8月分

(敬称略) 第4回　交流会
　 『エンジョイ！ 親子ヨガ  vol．2』

第3回　フォローアップ講習会
『子どもに起こりやすい事故の予防と応急手当』

　体を動かすのが気持ちいい季節になりました。
　今年２回目の親子ヨガ教室です。親子で体を動か
して、心も体もリフレッシュしましょう。

　体を動かすのが気持ちいい季節になりました。
　今年２回目の親子ヨガ教室です。親子で体を動か
して、心も体もリフレッシュしましょう。

と　き　10月31日（木）午前10時～11時
ところ　四季の森生涯学習センター東館　大会議室
講　師　春名　絵里香 さん
　　　　（社）日本ママヨガ協会　認定講師
定　員　15名（親子向けの内容です）
持ち物　汗拭きタオル、飲み物
申込締切　10月24日（木）
　　　　　※動きやすい服装でお越しください

時　間　いずれも午前10時～12時
定　員　６名（生後６か月～就学前のお子さん）
利用料　子ども１人につき　１回500円
申込締切　各実施日の１週間前まで
　　　　　・会員以外の方も利用できます

　子どもと一緒に過ごしていると、
予測できない行動をすることがあ
り、予期せぬケガをすることがあり
ます。
　このような事故を予防するため、
また、もしものときに慌てないように、ぜひ参加して、
一緒に学びましょう。わかりやすい実技もあります。

　子どもと一緒に過ごしていると、
予測できない行動をすることがあ
り、予期せぬケガをすることがあり
ます。
　このような事故を予防するため、
また、もしものときに慌てないように、ぜひ参加して、
一緒に学びましょう。わかりやすい実技もあります。

と　き　11月15日（金）午前10時～12時
ところ　四季の森生涯学習センター東館　大会議室
講　師　日本赤十字 幼児安全法指導員　
定　員　15名
託　児　あり（５名まで要予約）
申込締切　11月８日（金）

● 10月28日（月）、 11月18日（月）
　四季の森生涯学習センター東館　和室（2階）

● 11月11日（月）
　丹波篠山市民センター　和室（1階）

　子どもさんと少しだけ離れて、息抜きしてみ
ませんか。ぜひ一度、利用してみてください。

市民センター
でも開催
します！

〈申し込み・問い合わせ先〉
丹波篠山市ファミリーサポートセンター
担当　上山　真子　　☎590-1388

松本美千代（7、8月）（井ノ上）　 　　

善意の日の募金箱

藤木千皓（小中）

善意の預託・・・・6,000円

善意の預託・・・・6,184円

善意の預託・・・20,000円

ふじわら文庫ぐりとぐら おかのっ子広場・・・6,000円

芦田富基子（7、8月）（今田町芦原新田）

　

園田商店（7、8月）（大山）

匿名

飯田成代（5、6月）（垣屋）

西澤昭美（5、6月）（栗柄）

小山玲子（5、6月）（大沢新）

田中光子（5、6月）（川北新田）

鉢植えの花16鉢・・・今田地区ひとり暮らし高齢者

紙パンツ78枚・・・障がい者短期入所施設  　　

折り紙細工 ・・・給食サービス

折り紙細工 ・・・給食サービス

折り紙細工 ・・・給食サービス

折り紙細工 ・・・給食サービス

大山すいか　6玉・・・喫茶ふれあい 　　　　　　
　　　　　　　　　わかたけ福祉会通園センター
　　　　　　　　　子ども食堂（3団体）　 　　　
　　　　　　　　　障がい者事業所   　　　　　


